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       帰無仮説下の周辺尤度の振舞いとパラメータ空間の次元
                                   伊 庭 幸 人
 データ数が多いときの周辺尤度（TYPEII尤度，ABIC）の漸近的な振舞いはどうなるだろうか．この
場合，データ数が多くたると同時にパラメータ数（状態ベクトルの要素数）Mが多くなり，（データ数）／
（パラメータ数）が一定になるような極限を考えるのが自然だろう．このようた場合も，通常のi．i．d．の漸
近理論の結果が常に成り立つのだろうか．
 柳本らは，パラメータ｛μ。｝の尤度と“事前分布”がそれぞれ，
